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　Ⅰ プロローグ
　この覚え書きでは，『現代の課題（El tema de nuestro tiempo）』への付録
（Apéndices）を取り上げ，その梗概内容の把握と本体『現代の課題』へ付録と
して添付された役割を論ずることにしたい。この作品の付録については，既に
拙稿『覚え書き（4）』，一プロローグ注（4）で一寸触れてきた如く，版によっ
ては異なるタイトルの省察や追加稿（anejos）が加えられている。但し，本稿
では，1983 年 O.C. 版（1），2003 年 Colección 版（2），2005 年 Taurus 版（3），1977
年白水社版（4）に共通して見られる付録三点のうちの二点，即ち『革命の終焉（El 
ocaso de las revoluciones）』及びそれへの添付稿の形でくまれた『幻滅した精神
に関するエピローグ（Epílogo sobre el alma desilusionada）』のみを取り上げる
ことにしたい。他の一点，『アインシュタインの理論の歴史的意味（El sentido 
histórico de la teoría de Einstein）』の内容については，紙幅と時間を勘案して，
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別の機会に俯瞰したいと思う次第である（5）。
　ところで，これまで，オルテガの基本的な思考原則つまり彼の行動や作品の深
層に一貫して潜んでいる思考礎石の把握を通して彼の思想の全体構図を読み取
る作業を，資料紛いの研究ノートとして公にてきた拙稿『覚え書き』（1）～（4）（6）
に対して，多方面から，オルテガ理論を解釈する為の基本書は何かというご質問
を屡々賜る。これ即ち，それら『覚え書き』のどれにも，研究稿といえるような
筆者の論理展開が十二分にみられないということへの叱責であると推断している
が，敢えて汗牛充棟の如き作品の中から参考になる文献を模索すれば，それは，
　　Jos é Ferrater Mora, Ortega y Gasset, An outline of his philosophy, New 
Heaven, Yeal University, 1957.
　　Ern st Robert Curtius, Essay on European Literature, Trans. by Michael Kowal, 
Princeton, N.J., Princeton University Press, 1973 （Kritishe Essays zur 
europäische  Literatur, Francke Verlag, Bern, 1950）.
　　Julián Marías,  1. Ortega Las trayectoricas, Alianza Editorial, Madrid. 1983. 
2.  Ortega Circunstancia y Vocación, Alianza Editorial, Madrid, 
1960.
　　Joh n T. Graham,Theory of History in Ortega y Gasset, “The Dawn of Historical 
Reasony,” University of Missouri Press, 1997.
等を掲げれば掲げ得よう。しかし，筆者としては，そもそも，伝記や歴史年表，
考古学，天文学，或いは数学や物理学の分野と異なり，思想の解釈や研究に関
する基本著書などという代物はないものとのスタンスを採っている。況や，あ
る政治思想を吟味する上で，その概説書を捜し求め，それを種本にして研究を
進める如き態度は論外である。オルテガ研究でいえば，彼の作品を唯ひたすら
重畳熟読し，その作業で得た内容についての分析と総合を通して，直接オルテ
ガと対話する他ないといってよかろう。斯くしてこそ，オルテガその人或いは
彼がおかれていた状況への近似値に到達することが可能になり得ると思えるの
である。当然これは，これまでの『覚え書き』の中で，諄諄と F. ベーコンの
イドラ（Idora）や B.d. スピノザの第一種認識様式（cognitio primi generis）に
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絡め取られないように警戒し，或いは独断を回避する為に絶えず I. ウオーラ
ステインの ”Unthinking” の継続を心懸けつつ，E. フッサールの研究姿勢を座
右の銘としてきた所以である（7）。
　さて，これから，付録二作品それぞれで何が論じられているのかについての
内容鳥瞰に順次取り掛かる次第であるが，特に，Colección 版と Taurus 版に依
拠することにしたい。これまで，特に『覚え書き』（1）～（3）では，白水社版（訳
本）を大幅に複写でもしたかのような体裁でオルテガの作品内容や文節の提示
に努めてきたが，本稿では，可能な限りそうした姿勢から離れて筆者なりに読
解したものを提示する所存である。白水社版では，オルテガ原文へ，スペイン
言語学並びにスペイン思想研究者ならではと感じさせる洗練された語彙や言い
回しの付加が多量に散見されるからである。「虎を描いて犬に類す」（8）という
諺の如く，とうてい筆者の力では到達不可能な次元の作品になっており，結果
的にそれに絡め取られて，恰もサングラス越しに対象物をみるような恐怖を感
じるからである。無論，オルテガ独自の隠喩や難解な言い回しについては，白
水社版を参照させていただくが，可能な限り最小限に努め，練れてない文章に
なってしまうことを覚悟しながら作業を進めたいと思う。なお，本稿で取り上
げるオルテガ作品のタイトル名は全面的に同社版を模倣させていただいた。
　Ⅱ 『革命の終焉（El ocaso de las revoluciones）』の内容鳥瞰
　この試論の趣意（La intención de este ensayo）は，革命現象の根源を知性の
特定の状態の中に求められねばならないという見解の証明，及びヨーロッパに
おける革命の終焉の確認であるとし（1），その作業として，第 1 工程，プロロー
グを兼ねた伝統主義概念の定義（第 1 段落～第 13 段落），第 2 工程，伝統主義
的精神態度から合理主義（理性主義）的精神態度への移行並びに合理主義的精
神態度に代わる新しい精神的機構の誕生 （第 14 段落～第 39 段落），第 3 工程，
歴史的包括的発展段階における革命的精神図式の適合性（第 40 段落～第 51 段
落），第 4 工程，革命現象の根源及び革命後の精神世界（第 52 段落～第 59 段
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落）といった 4 行程の省察（2）から成る論理構図を採っているものとみてとれる。
これから，各工程の内容が如何なるものなのか，そこで何が叙述されているの
かについての梗概を把握したいと思う次第である。
　第１作業工程（第 1 段落～第 13 段落）pp.153-160.
　扨て，第一行程では，先ず，定義という概念についての省察で始まり，定義
するとは，その対象に含まれる多くの実在物を除外すること及び否定をするこ
と（excluir y negar）に他ならないという見解を提示している。オルテガによ
れば，ものの本質を得ようとする場合の我々の思考というものは，そうしたこ
とを条件とするものなのである。特に，少なくとも生きている存在者に関する
場合には，我々の否定的概念（el nuestro negativo concepto）に対応する否定
の現実的な力，否定が示す肯定的性格（el charácter positivo）があるといって
よい（3）。しかも，この視座の下に一時代について吟味すれば，それは，時代
の趨勢と否定的傾向とのレパートリー（un repertorio de tendencias y negativas）
であり，愚鈍と盲目の体系と結びつけられた鋭敏と明識の体系（un sistema de 
agudeza y clarividencias unido a un sistema de torpezas y cegueras）であると解し
得る。そこには，あることへの意欲だけでなく，他のことは欲しないという否
定への決意もある。新しい時代が始まるとき，我々は先行時代のものに対する
否定的諸傾向の現象に気づくというのである。この意味において，オルテガ
は，ヨーロッパでは革命は終わったと確認することによって，現在（彼の時代）
の夜明け状況を特徴づけることができると推量している。更に彼は，この確認
を以て，革命は事実上ないというだけでなく，もうあり得ないということをも
含意すると捉えている。但し，ここで注意を要するのは，彼オルテガは， 既定
の権力に対して暴力を使用する全ての集団的運動（todo movimiento colectivo）
を革命という如き，一般的な革命概念を意味しているわけではない，つまり国
家権力に対するどんな暴力経過も革命ではないと断じているのである（4）。彼
の視点では真の革命においては暴力ということはもっとも非本質的なことで
ある。革命はバリケードによるものではなく，精神の状態によって成るもの
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である（5）。
　ところで，オルテガの立場からいって，中世における農奴（campesinos y 
villanos）の蜂起を近代革命の先駆と考えるのは，歴史理解の完全な不足を示
すものである。それらの間には本質的に重要な関係は存しない。中世の人が反
抗したのは，領主の権力乱用（los abusos de los señores）に対してであり，近
代の革命家は乱用にではなく，慣行（los usos）に対して反抗したといってよ
い。彼の史観に沿えば，最近までは，フランス革命の歴史は，1780 年をめぐ
る年月を下層側が苦しめられ，上層者が暴威を振るう時代として解されてきた。
というのは，転覆（la subversión）は従来の圧制に対する抗議として捉えると
きにのみ理解され得ると信じたからである。しかし今日では，その民衆の蜂起
に先立つ時期のフランス国民は，ルイ 14 世の時代よりずっと豊かな富とより
公平な法廷をもっていたことが確認されている。革命は，街で始まる前に頭の
中で形成されるとは，仏革命思想家ダントン（Georg Jacques Danton, 1759-94）
以来繰り返しいわれてきたことである（6）。彼オルテガの視点を繰り返して言
えば，真に革命といわれ得る全ては，実際に，頭脳の，精神の紛れようのなく
明らかな性向を前提とする。しかも，これを理解するには，その展開が既に完
了している偉大な歴史的有機体の生成過程に眼をスライドするのが適切であろ
うといってよい。そうすると，それらの大きな合成体の何れにおいても，人間
は，相違する 3 つの精神状態を通過していることが，換言すればその精神的生
は次々と性質をことにする 3 つの中心へ向けて引きつけられていることがわか
る（7）。彼がここで 3 点だけとするのは，関心を向けている広汎な歴史的現象
を解明する為に，心理的発展の 3 つの極端な形式に注意を集中させて，比較し
得る諸点を捉えようとする為である。それは，もし一定の距離からみたとき実
在と一致する概念は，それらの距離が短縮されると別の概念と交換されねばな
らない，逆もまた同様であるとみる（言い換えると，この概念が実在と一致す
るものとされる必要があるー筆者挿入），つまり思考は視覚の働きによってだ
けでなく，パースペクティヴの法則のもとにおかれるというオルテガ独特の理
論に裏打ちされてのことである。
藤本吉蔵（オルテガ）.indd   5 2014/03/19   17:32:43
─ 158 ─
オルテガ研究の覚え書き（5）（藤本）
　扨て，彼は，これを踏まえて伝統，合理，神秘から成る三つの精神状態
を提示し，しかも，人間は，伝統主義的精神の状態（un estado de espíritu 
tradicional）から合理主義的精神の局面（un estado espíritu racionalista）へ，更
に後者から神秘主義の体制（un régimen de misticismo）へと移行して行くと
いう考えを披瀝している。それらは，言うなれば霊魂の機構の異なる 3 形式
（tres formas diferentes del mecanismo psíquico），人間の知能装置の相違した 3
様式（tres maneras distintas de funcionar el aparato mental del hombre）であると
いうのである。また，ギリシア，ローマ，ヨーロッパといった大きな歴史的構
成体が形成され編成された諸世紀においてはどの精神状態が支配的であろうか
と自問自答し乍ら，最終的に伝統主義の特徴を提示して，この工程を閉じてい
る。即ち，そこでの論説の流れに沿うと，先ず，紀元前 7 世紀までのギリシャ
史，前 3 世紀までのローマ史及びヨーロッパの中世に特徴的なのは，伝統主義
的精神態度であったと省察している。例えばそれは，「祖先伝来のものによっ
て支配されている＝小児的段階（en estadio infantil）に停滞している原始的民
族（los pueblos primitivos）＝オーストラリアの土人＝どんな問題に臨んでも，
自分の知性を満足させる説明（una explicación que por sí misma satisfaga a la 
inteligencia）を何一つ求めようとしない＝幼年時代から聞かされた神話的物語
（una narración mitológica）による説明に基づく＝一般に我々が呼んでいる個（el 
individuo）というものに気づかず，社会的，法律的慣わしや儀式を，個体に先立っ
て，神話や伝説によって集団が創案するものと思い込む＝彼らにとっての思考
すること（pensar），意欲すること（querer）や感じること（sentir）は，既成
の用水溝（cauces preformados）を流れること，古く根深い態度のレパートリー
を繰り返すこと」といった等置で説明がつく精神態度といってよい。そうした
あり方においては，各人の全生活がその中で過ごされるところの伝統や伝説に
熱烈に服従し，それに適応して行くことが即ち自発的なあり方なのである。そ
こでの法律の基礎は，正義（la justicia）や公平（la equidad）にあるのではなく，
古くからある不合理な事実，例えば中世で言えば，教父たちの慣行や風習（el 
uso y costumbre de los padres）にあるわけである。斯くの如き精神こそ，オル
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テガが省察する伝統主義のあらましであり，これを提示することによって第 1
作業工程を閉めている。
　第２工程（第 14 段落～第 39 段落） pp.160-171.
　この作業工程では，「伝統主義的精神態度→合理主義（理性主義）的精神態
度→新しい精神的機構の誕生」といった精神態度の変遷の必然的到来といっ
た見解が論考されている。オルテガに従えば，伝統主義的精神態度の時期に，
諸国民（las naciones）は有機的に組織されたが，やがて，国民体（el cuerpo 
nacional）がその全器官を享有し（goza de todos sus órganos），高度の潜在力を
体内にエネルギーとして蓄積して円熟した歴史的最高潮の時を迎えるに至る。
人々にはこの時期が最も健全な輝かしい時代として映る。しかしその暁には，
つまりそれと時を同じくして， その国民が，最早，内的生活で満足しない拡張
の時代が開始される。新しい精神状態の明瞭な最初の兆候が現われてくると
いってよい。オルテガの言う，伝統主義的装置に代わる合理主義の登場である。
ところで，彼は，この交代の流れを更に明瞭に屡述するに当たり，作業工程 1
で触れた伝統主義的精神について，再度確認しながら，合理主義的精神への
移行についての見解を披瀝している。彼が描いている伝統主義とは，哲学や
政治学上で一般に取り扱われている理念と異なり，一定の時期に機能する実
際の機構である。そこでの論説を辿れば，伝統の勢力下では，「個は集団に嵌
め込まれている＝個は自己自身の行為の主人公ではない（no es protagonista de 
sus propios actos） ＝彼の人格は独自の，他から区別されたものではない（su 
personalidad no es suya y  distinta de las demás） = 精神的に反応する態度は，祖
先から受け取った諸信念のレパートリー（el repertorio de creencias）を想起す
るところにある＝あらゆる人において，常に同じ精神，同じ思考（pensamientos）
や記憶（recuerdos），同じ欲求（deseos）或いは情緒（emociones）が繰り返さ
れる＝社会集団の全構成員はほぼ同等であり，相違といえば，地位，身分，職業，
階級の面だけである」といった等置が成り立つ。にもかかわらず，こうした集
団の魂の内部に，やがて，個体の感情つまり伝承的なものとは対立する傾向（una 
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tendencia antagónica）が生起し始める。伝統主義的精神の内部で発芽する個性
のこの種子は，徐々に，伝統と対立する新しい懇請，原則や命法へと成長して
行くのである。オルテガにいわせると，人は，先ず，最初に個体として自己を
意識し，ついで，一緒に社会をつくるべく他人を求めるのだという従来の捉え
方は間違っている。逆に，先ず自己をグループの構成員として意識し，次にそ
のグループからの分離へと進み，徐々に自己の独自性の自覚に達する。つまり
最初に，「我々（nosotros）」があり，次に「私（ yo）」がある。斯くしてこの「私
（yo）」は分離して生まれるという第二次的特徴を持っている。個人主義と反伝
統主義とは同じ心理的効力なのである（Individualismo y antitradicionalismo son 
una y misma fuerza psicologíca）。
　扨て，作業の流れはこの後，個人主義的態度（el modo individualista）乃至
合理主義的精神の理論形成についての省察に移っていく。そこでの行に従えば，
伝統的思考を放棄するその理論形成は，自らの作業で，つまり自己自身の内容
によってのみ価値がある新しい考え方で，創造せざるを得ない。要するに，そ
れは理性的なものの創出が要請される。言い換えれば，伝統を否定するや否や，
個人は己の理性でもって宇宙そのものを新たに再構築することを余儀なくされ
るのである。不合理な神話は捨てられ，世界についての科学的概念によって理
論体系の建設が進められてゆく。そしてついには，人は，事物の究極的本質を
明らかにすることができる一種の神的能力を持っていると思い込むようにな
る。この能力は相対的な経験に依存してはならない。つまり，デカルトでいう
理性或いは純粋知的作用（raison o pure intellection）であり，カントでいう「純
粋理性（rasón pura）」にあたる。
　斯くして，ここから，いよいよ，合理主義的精神態度についての論考が展開
されることになる。先ず，悟性（el entendimiento）と純粋理性（rasón pura）が
”la palabra clave” となって論理展開が図られている。その筋道に沿えば，「純粋
理性」は単に悟性ではなく，悟性の機能が極度に働く様式（una manera）である。
悟性の機能は現実の諸断片を結合することに限られているのに対して，純粋理
性は，現前の事物との接触を求めず，また諸事物を無視して，万事が自己に身
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を任す悟性，即ち全てそれを自身の力で高度な正確さと卓越した厳格さを持っ
た骨組み（armazónes）を創出するところにその本質がある（8）。純粋理性は常
に最上級と絶対的なものの内で働くものであり，この理性が純粋と呼ばれる所
以である。一般概念を定義するときは，完全な属性をそれに付与する。オルテ
ガによれば，そのような視点が政治的，社会的な問題に関して適用され，市民
の諸制度，法律を決定的に，完璧に，このような名前に値する唯一のものとし
て発見したと信ずるようになるのである。しかも，知性のこの純粋な使用を幾
何学的方法（more geométrico）による思考と捉え，更にこの思考は，一般に
合理主義と呼ばれているが，寧ろ，急進主義（過激主義）と呼ぶほうがはっき
りしていると断じている。
　ところで，オルテガは，この視座を踏まえて，革命についての吟味へ作業を
進め，更にアンリ・ピレンヌ（Henri Pirenne, 1862-1935）の歴史分析を参考に
しつつ（9），中世における農民蜂起と近代ヨーロッパにみられた革命について
の見解を展開している。先ず，彼オルテガは，革命は本質的に政治的急進主義
（el radicalismo político）であるとは全ての一致する見解であるとか，政治的急
進主義（過激主義）は，原因となる態度ではなく，寧ろ帰結であるとの定義で
作業を開始している。しかも，人は政治において過激的であるからではなく，
前もって思想において過激的であるから政治において過激なのであり，このこ
とは本当の意味で革命的な歴史的現象を理解する為に非常に重要であると述べ
ている。革命勃発は，それが純粋理性の信仰で貫かれた精神において働く場合
を絶対条件とするとの考えに立ってのことである。斯くして，大きな歴史的周
期には，革命が動き始める瞬間が到来するという理由が解る。ギリシャやロー
マで，同様にイギリスやヨーロッパで，不安定な感覚による見解（10），或いは
感情的に受け取られた政治的，宗教的伝統の権威によりかかってきた知性に対
して，突如，純粋理性によって構成されたイデオロギー的体系が現れる。紀元
前 7 ～ 6 世紀ころのギリシャの哲学体系，ケプラー，ガリレイ，デカルトの力
学，また 17 ～ 8 世紀の自然法のようにである。幾何学的方法によって製造さ
れたこれらの理念構造の透明性（la transparencia），正確性（la exactitud），厳
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密性（el rigor），体系的な整合性（la integridad sistemática）という（11）知性の
範疇に属する新しい諸性質は，排他的に人間精神を魅惑する。そして，人々は，
理念の使命がそこにおいて考え出された現実と合致することにあるのだという
ことを忘れてしまうのである。ここでは，自発的パースペクティヴの全面的転
換が起こっているといってよい。理念が生活の必要性（las necesidad vitales）
に奉仕する単なる道具として用いられてきたが，今や，生が理念に奉仕し始め
る。この生と理念の関係の根本的逆転が革命的精神の真の本質なのである（Este 
vuelco radical de las relaciones entre vida e idea es la verdadera esencia del espíritu 
revolucionario）。次に，既述の如く，この流れでオルテガは，アンリ・ピレン
ヌの歴史分析を参考にしつつ，中世における農民の蜂起と近代ヨーロッパにみ
られる革命について分析している。即ち，中世におる有産都市民（burgueses）
や農民の蜂起についてであるが，それは，政治や社会の体制変換を目指したも
のでなく，ただ現行体制の枠内で特殊の利益乃至特権の獲得を目指したに過ぎ
ず，全体としての形態を認めている。結局のところ，彼らが求めた政治的原理は，
貴族の特権に対して同類の他の特権を対置させるということにつきている（12）。
言い換えれば，中世に起こった蜂起は，既成の政体を訂正するという活動に他
ならない。それにくらべて，近代のそれは革命を起こす。即ち，彼らは，既成
の政体を社会の現実に適合させようとするのではなく，社会の現実を一つの理
想的な設計に適合させようとする，言い換えれば，社会全体が純粋理性の組み
立てた諸概念の枠にはまり込むべきことを要求するのだ。革命家にとっては，
法そのものの価値が第一であって，それと生との合致は第二義的である。中世
人は統治の諸濫用（los abusos）に対して怒り，近代人は諸慣行（los usos）に
対して（つまり統治そのものに対して）怒るといってよい。だから，ヨーロッ
パの政治は，一世紀半以前から殆ど排他的に理念政治であり，そして理念そ
のものの勝利を希求しないような現実の政治は不道徳であると思われたので
ある。
　扨て，蜂起や革命について触れた後，「合理主義＝ユートピア＝急進主義＝
幾何学的思考＝革命」といった等置が可能なオルテガ独特の見解を浮き彫りに
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する作業に取り掛かっている。そこでの論理によれば，完全な理念を作るとい
う意図だけで創案された理念は，ユートピアと呼ばれるものである。幾何学上
の三角形はユートピアである（El triánguelo geométrico es utópico）。なぜなら，
そうして定義された三角形の存在を，見たり触れたりできないからである。同
様な点で，合理主義，急進（過激）主義，幾何学的思考は全てユートピア主義
（utopismos）であると解すことができよう。どの革命でも，ほぼ完全なユート
ピアの実現化という儚い幻想（la vana quimera）にとりつかれるが，その企図
は容赦なく失敗し，且つその挫折は反革命を誘発する。別のユートピアを掲げ
た反革命家である。そこにまた，新たな挫折と新たな反作用が生ずる。そして
次々と，社会意識が不成功は敵の陰謀ではなく，ユートピアの目的そのものが
含む矛盾ではないのかと疑い始めるまで続く。政治的諸理念，そのユートピア
的計画は，現実の生に比べると形式的で，貧弱で，無味乾燥であることが露呈
されてくる。革命の時代は簡単に終わり，新しい感性によって再吸収され，理
念政治のあとを諸事物や人間に関する政治が継ぐことになる。そして，最後は，
生は理念の為にあるのではなく，理念，制度，規範は生の為にあるのだという
ことを発見することによって終わる。この経過は，古代ギリシャでもローマで
も，ヨーロッパでも同様であったが，ことに重要な兆候として，全ての政治政
策は，圧力を失い，人間の関心ごとの中心から消えうせ，不可欠ではあるものの，
熱狂を沸き起こしたり，荘厳で宗教的な感動を誘発したりしない一つの必要ご
とに変えられてゆく。そこでは，もう革命の時代，理念政治，法的闘争は終わっ
ている。この状況は，合理主義が伝統主義に取って代わったように，その合理
主義に代わる新しい精神的機構が生まれつつあることを意味している。つまり
革命反対の時代（una época antirrevoluccionaria）が始まりつつあるのだ。近視
眼的な人は（las gentes miopes）これを一般的な反動（una universal reacción）
と推測するかも知れないが，歴史において反動の時代という如きはあったこと
がない。反動というものは，反革命という一時的な局面の急転であり，束の間
のつなぎである。反動は，革命の寄生物（un parásito de la revolución ）以上の
ものではない。反動は，新しい均衡へ到達する際常にそれに先だって起こる動
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揺以上のものではない。歴史の中で革命的精神に続いて起こるものは，反動的
精神ではなく，もっと単純な，幻想の魂から覚めた心なのである。
　第３作業工程（第 40 段落～第 51 段落）pp.171-177.
　この作業工程では，第２作業工程でオルテガ輪郭づけた革命的精神の図式が，
具体的な形で，ギリシャやローマの歴史の背後に，つまりギリシャ人やローマ
人の生活の包括的発展段階に照らした場合の適合性についての立証を試みてい
る（13）。それは，オルテガの説く革命の精神的現象が一つの宇宙的法則の性格を，
即ちどの歴史的周期においても国民生活全体がそこを通過する一般普遍的段階
の性格を持っており，伝統主義から急進主義（過激主義）への移行は植物の生
命における季節のリズムのように，否応なしに歴史の中に脈打っている生物学
的リズムとして現れるものとの確信に根ざしてのことである。
　ここでは先ず，視覚的錯覚によって，言い換えれば歴史資料の非存在が事実
の非存在と混同され，歪められてきたギリシャ史やローマ史の考察が最近訂正
し始められているとの書き出しで省察が始まる。オルテガにとっては，歴史は，
実際に情報が豊富になり始めた時期には，完全に成熟の状態にあり，ときには
生の衰退の始まりにさえなっているのである。しかもこうした視点を構築する
上で，テオドール・モムゼン（Theodor Mommsen）とエドウアルト・マイアー
（Eduard Meyer）が極めて重要であるとする。オルテガの論理展開に従えば，T. モ
ムゼンは，ローマ史の展望を修正した最初の歴史家であったし，E. マイアー
は，モムゼンと同様の仕方を用いたが，更に鋭利に切り込んでギリシャ史を考
察した研究者といえる。特に，我々は，歴史的考察の領域において，最も重要
且つ有益な思考に関する革新の一つを E. マイヤーに負っている。彼 E. マイヤー
は，古代ギリシャ人の生活を再構築して，ギリシャ人が我々のいう中世に似た
生活をしていることを発見し，それをギリシャの中世と呼びさえした。この発
見は，古代，中世，近代という時代区分を各民族の歴史の周期へも移し得るこ
とを結果として含意していた。このことによって，一般に採ってきた伝統的な
時代区分の意味が完全に変更され，その三段階は，最早，外面的で，従来の，
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思弁的な標識ではなくて，より真実な意味言い換えれば生物学的意義を持つに
至る。即ちそれは，各民族の少年期，青年期，成熟期（la infancia, la juventud, 
la madurez）なのである。当該ギリシャの中世は，我々が豊富且つ正確な資料
をもつ最初の世紀，即ち紀元前 7 世紀で終わっている。オルテガに従えば，こ
の時期にて我々は，長い過去の終焉と，新しい時代の目覚めへの承認となり，
憲法の急激な変更や新政体確立への進行，或いは神話や伝承に反対して理性，
ロゴスを発見した 7 賢人に遭遇する（14）。この状況を説明するうえで，オルテ
ガは E. マイアーの見解を提示している。要約して示すと，E. マイヤーは，そ
のギリシャ人の中世的な社会基盤，即ち生活，法律又は血族共同体が有する古
い体制はその意義を失い，各人は自分の運命の主人となる相貌，つまり，個人
は社会的にも精神的にもまた政治的にも自己を解放する時期と捕らえている。
また経済の視点から，貨幣経済がこの時期に現れ，「銭，金銭は人間である
（Chremata, chremata áner；el dinero, el dinero es el hombre）」という考えが時
代の標語となった状態，更にまた地方から都市への人口流出現象が生じ，貴族
と農夫達との間に工業経営者や商人から成る新しい階級が現れて，人々はデモ
ス demos という名称で総括される時期と捕らえていのである（15）。オルテガに
従えば，この点については，実際，我々は伝承主義的精神に反逆して個人主義的，
合理主義的精神を主張したミレトスのヘカタイオス（Hecateo de Mileto）や僭
主ペイシストラトスを打倒して民主主義的な憲法制定を訴えたクレイステネス
の大改革の資料によって証拠立てることもできる。特に後者について言えば，
彼の改革は幾何学的精神，哲学的過激主義，「純粋理性」の作用といった典型
的な革命運動とみてとれるといってよい（16）。
　第４作業工程（第 52 段落～第 59 段落）pp.177-180.
　ここでは，第 1 作業工程から第 3 作業工程で進めてきた省察目的の再確認
という意図を持って筆が開始されている。即ち，革命現象の根源は知性の特定
の状態の中に求められねばならないという旨の証示こそが本稿の目的であると
いう吐露でこの工程が開始されているのである（17）。特に，その線上で，先ず，
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革命の誘因や精神についてのオルテガ独自の視点を再確認し，その視座から，
スペインの現状，古代ギリシャやローマ及び近代のフランスやイギリスで勃発
した革命についての再度の論考が試みられているといってよい。
　オルテガに沿えば，西欧では，その発展が暴力的に中断されなかった民族は
すべて，その知的発展において合理主義の段階に達している。そして一度，合
理主義が精神の役目を果たす一般様式になってしまうと，革命への過程が不可
避的，自動的に起こってくるのである。だから，それ（革命の誘因）は，上層
階級による下層階級への弾圧に由来するものでも，最上の正義に対するある感
受性，即ち合理主義的言い換えれば反歴史的な信念，が到来したからでもな
い。また，新しい階級が伝統の諸力を奪い取る為に充分な強さになったという
ことにさえあるのではない。それらの事柄の若干は，革命的精神に付随した事
柄であり，その精神の原因になるものではなく，その結果である。斯くして彼
は，革命の精神的起源は，革命の急進性，持続及び率（el radicalismo, duración 
y módulo）が当該民族の知性の本性に比例していることに気づくとき，明瞭に
確認されるであろうと断じている。
　ところで，オルテガは，既述の如くこの点から，スペインの現状，古代ギリ
シャやローマ或いは近代ヨーロッパにおけるイギリスやフランスで勃発した革
命について省察している。ここでの作業進行に沿って，スペインの国を見た場
合，革命誘発の要因はいっぱいあったが，革命的精神そのものは一向に存在し
なかった。スペインの人種的な知性は，いつも萎縮していて，正常に発展して
こなかった。今なおそうである。また，イギリスへ目を転じれば，彼らは生き
る為に必要な分だけの知性を所有していた。それ故，彼らの革命も極めて適切
な時になされている。そして常に保守的な色合いに染められている。古代ロー
マにおいても事情は同様であった。ギリシャの文化に触れるまで彼らの知性の
自覚はかなり遅れていた。ローマの革命的時期は紀元前 2 世紀，グラックス兄
弟の時代に始まっている。そのころのローマの状況は，紀元前 7-6 世紀のギリ
シャ，18 世紀のフランスのそれと同様であったといってよい。当時，ローマ
の歴史的本体は既に内的展開の充実に達していた。但し，一転だけ相違すると
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ころがあった。前二者に比べてローマ人の知性は，粗雑で，野蛮で，中世的で
あり，実際上の緊急事へ向けての傑出した判断力や知的な敏捷さを欠き，ギリ
シャ人やフランス人のように，知的民族を特徴付ける理念の操縦における特定
の快感に気づいていない。これはアウグスティヌスの時代まで続いている。ロー
マの目覚める時期は，伝統主義者たる民衆の敵意を無視してギリシャ文化に狂
信するローマ貴族スキピオ・アエミリアヌス（Escipión　Emiliano），歴史家ポ
リュビオス（Policio），哲学者パナテイオス（Panecio）が活躍した紀元前 150
年頃であった（18）。彼らは，伝統主義の砦に侵入する純粋理性の専門家であり，
過激主義が優勢を占めるときに，最高度にその介入と権威を達成するのだと
いってよい。彼らの諸定義，幾何学的諸概念は，歴史のここかしこで，伝統に
よる巨大な組織体を爆破する。そのように，我々のヨーロッパにおけるあのフ
ランスの大きな蜂起も，百科全書派（los enciclopedistas）が人間に与えた抽象
的な定義から発生している。マルクスに練り上げられた最近の企て，社会主義
の試みも等しく，少なからず抽象的な人間の定義－単なる労走者，「純粋労働
者（el obrero puro）」に過ぎないところの人間の定義から発している。革命の
時代が終わる経過の中で，諸観念は歴史形成の第一要因であることを漸次やめ，
伝統主義の時代において占めていたような地位に戻るであろう。
　以上が，この第 4 作業工程のあらましである。伝統主義から合理主義への転
換，合理主義から別の新たな主義への転換が予想される，言い換えれば革命の
終焉という見解の表示でこの工程が結ばれている。
　Ⅲ  『幻滅した精神に関するエピローグ（Epílogo sobre el alma  
  desilusionada）』の内容鳥瞰
　この作品は，論考内容や書き出しの文言からして明らかに『革命の終焉』へ
のエピローグに当たるとみてとれる。「この試論のテーマは，革命的精神を定
義し，ヨーロッパにおけるその終焉を確認しようとの試みに限られている。し
かしその冒頭で，私はこの精神はあらゆる大きな歴史的周期が通過する軌道に
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おける一段階に過ぎないと述べた（El tema de este ensayo se reducía a intentar 
una definición del espíritu revolucionario y anunciar su fenecimiento en Europa. 
Pero he dicho al comienzo que ese espíritu es tan sólo un estadio de la órbita que 
recorre todo gran ciclo histórico.,）」（1）との一節でこのエピローグが始まり，し
かも革命後に到来する精神状態についての省察が主要課題になっているのであ
る。つまりこの作品は，伝統主義から移行した合理主義が挫折して，やがては
伝統主義の立場へ陥ってしまうという見解を提示した『革命の終焉』の第 4 作
業工程の延長線上で，革命的精神態度が挫折した後に到来する精神を論ずるこ
とで，その締めくくりの役割を担っているものと察せられるのである。その書
き出しの流れに沿えば，合理的精神がそれに先行し，神秘的精神，より正確に
は迷信的精神がその後に続く。革命末期の時期は，束の間の見せかけの素晴さ
の後にくる衰退（la decadencia）の時代なのである。しかも衰退期は，誕生の
時と同様に，歴史的に暗黒と沈黙に包まれる。ギリシャにおけるヘレニズムの
時代やローマ帝政時代の中期，後期における出来事が，歴史的にベールに包ま
れてよく知られていないことは事実である。
　扨て，オルテガはこのエピローグでも，『革命の終焉』の作業工程で屡述し
た如き，伝統主義的精神は，過去からの疑いなき知恵に対する信頼のメカニズ
ムであるという考えや，合理主義的精神は，その信頼基盤を打破し，理性がそ
の至上の権威をなす個人の力への信頼に立脚するという見解を改めて提示して
いる。しかも，合理主義は，法外な試みをやり過ぎ，不可能なことを切望す
る。実在を観念に取り代えようとの提唱は，見えない電気のような幻想を持つ
という点では素晴らしいが，常に挫折の決済を受けている。言い換えれば，背
後に幻滅が来る歴史的空間を置いている。そして，合理主義が瓦解した跡に
は，人間はあらゆる自発的な信頼感を失い，明白且つ規律のあるいかなる諸力
も信じないといった人間の完全な道徳的退廃（demoralizado）が残される。こ
のような時代には，人間の生命の弾力性は弛緩し，結果的に人間の収穫は枯れ
た状態になり，国家は，人間の生殖力の減少によって，人口の増加も退化す
る。健全な時代には，普通の人は誠実に生の諸事情に立ち向かうに足る，勇気
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（el valor）を充分に享受しているが，衰退の時代になると，その勇気は若干の
人が持つ異常な性質になってくる。そこでは，勇気は一種の職業と判断され，
あらゆる公権力に対して立ち上がり，社会の機関を圧迫する愚かな軍人に仕立
て上げるのである。とにかく，人は生を偶然事のように感じ，神秘的意思に依
存しているのではないかと思う。卑下した魂（el alma envileccida）はその運命
に抗する能力がないから，迷信的なやり方言い換えれば最も不条理な儀式（los 
ritos más absurdos）でその隠れた力を追い求めることになる（2）。要するにそう
した時代の精神下では，人間は自分だけの力で精神を維持することができない。
何世紀にも亘って鳴り響いていた自由の命法を全然理解できず，逆に，信じが
たい熱意で己を他人へ，皇帝へ，妖術師へ，偶像へ隷従するように追いやって
ゆくことになる。こうした幻滅した精神こそは，合理的精神態度から移り変わ
る新たな精神構図に他ならないといえる。斯くして，オルテガは，たぶん革命
の終焉後に始まる精神に最も適した人間は，奴隷根性（espíritu servil）の人と
いえようという一節でエピローグを終えている。
　Ⅳ  『革命の終焉（El ocaso el las revoluciones）』及び『幻滅した精 
  神に関するエピローグ（Epílogo sobre el alma desilusionada）』 
  の内容整理
　これまで，これらの作品で何が論じられているのかに焦点を当てて内容を鳥
瞰てきたが，この節では筆者の私見を織り交ぜながら，その構造や内容を整理
したいと思う。
1．『革命の終焉（El ocaso el las revoluciones）』の内容整理
　外形的にみて，この試論は，前節で俯瞰した如く，4 つの作業工程が縦軸
的に関連し合った構造をなしているとみてとれるが，各工程を通して，思想
家やその理論が，大方，引用文献についての明確な典拠がない体裁で登場
している。例えば，ダントン（Georg Jacques Danton ），デカルト，カント，
藤本吉蔵（オルテガ）.indd   17 2014/03/19   17:32:44
─ 170 ─
オルテガ研究の覚え書き（5）（藤本）
H. ピレンヌ（Henri Pirenne），T. モムゼン（Theodor Mommsen），E. マイアー
（Eduard Meyer），ミレトスのヘカタイオス（Hecateo de Mileto），クレイステ
ネス（Clístenes），W. メンドルフ（Wilamowitz-Mollendorf），グラックス兄弟，
スキピオ・アエミリアヌス（Scipión Emiliano），ポリュビオス（Policio），パナ
テイオス（Panecio），マルクス，テーヌ，ヴォルテール，デイドロ，ルソー等
である。この点で，矢張り，これまでみてきた他のオルテガ作品と同様に読解
を困難にしている。更にまた，この作品の本質乃至骨格を構成する ”la palabra 
clave” として，定義（la definición），「否定的概念（el concepto negativo）＝肯
定的性格（el carácter positivo）」，伝統主義的精神（el espíritu tradicional），合
理主義的精神（el espíritu recionalista），神秘主義（el misticismo），過激（急進）
主義（el radicalismo），幾何学的方法（more geométrico），ユートピア主義（el 
utopismo），革命（la revolución），生（la vida），理性（la razón），パースペク
ティヴ（la perspectiva）を指摘できよう。但し，これらの語彙は，オルテガ独
特の視点で捉えたもので解釈には注意を要する。論理展開の構図としては，第
1 工程から第 4 工程へかけて，適宜，視点や論考課題が横軸的に重複しながら
も，論理展開が縦系列的に明確に遂行されている点で，これまでに『覚え書き』
（1）～（4）で読解してきた作品に比べて大分ニュアンスを異にした小品になっ
ているといってもよいと思える。
　内容的にみれば，本付録は，第 4 工程や『幻滅した精神に関するエピロー
グ（Epílogo sobre el alma desilusionada）』の一節からして，革命的現象の根源
を吟味し言い換えれば革命的精神を定義し，ヨーロッパにおける革命の終焉確
認をテーマとした作品であると推定し得る。この課題に向けて，先ず第 1 工
程で，定義についての省察で論理展開の口火を切っているが，この作業が本附
録全体の論考起点ともなっているといってよい。即ち，「定義とは除外し否定
することに他ならない（Definir es excluir y negar.）」言い換えれば定義とは否
定が示す肯定的性格乃至概念そのものであると捉え，しかもこの視座から「伝
統主義的精神態度→合理主義的精神態度へ→新たな精神態度へ」の移行という
この作品を構成する根幹ともいえる概念が論考されていくことになる。この
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オルテガの定義は，一見，1674 年イエレス宛てスピノザ書簡の一節にみられ
る「形態は限定に他ならず，限定は否定に他ならない（figura non aliud, quam 
determinatio, et determinatio negatio est ）」（1）という命題を連想させる。しかし
後者は，無限なる実体を直接限定乃至定義することができず，その実体の属性
を通して質的限定を試みるという意向の下に立てられた命題であり，また，こ
の命題をして，無規定，無内容こそが神の本質を表すというヘーゲル流のス
ピノザ解釈（2）が成り立ちかねない「否定と無との等値」を表す理論である故，
否定は肯定を裏付けるというオルテガの定義とは質を異にする見解である点に
注意を要する。オルテガのこの定義に基づく論理方式は，当然，『ドン・キホー
テに関する省察（Meditaciones del Quijote）』の前段「予備的省察（Meditación 
preliminar）」，想念 1「森（El Bosque）」で把握した，本質的に深さを持つ森の
概念でも裏付けられることでもある（3）。そこでは，時間・空間といった範疇
とは次元を異にするデカルトの明晰判明知に基づく普遍の認識法則（4），或いは，
事物の実在的可能性を把握する概念であるとともに，事物の内的本質乃至内在
的構造をそれ自身から或いはその最近原因から必然的且つ génétiqement に明
らかにするものでなければならないという条件下で構想したスピノザの定義（5）
に根ざした思惟方法とは全く質を異にするものといえよう。
　扨て，オルテガは，この定義を下に，同一局面における真逆の二つのヴェク
トルの共在という見解を多角的に構想せしめるに至っている。即ち，第 1 工
程では，「時代＝社会的趨勢と否定的諸傾向とのレパートリーから成る体系＝
あることへの意欲という径動と他は欲しないという否定への決意という径動と
の混成」→「先行時代のものの継承・醸成を目指すヴェクトルとその成熟下で
繁茂する先行物に対する拒絶感情という逆ヴェクトルの共在」→「ヨーロッパ
における革命終焉の確認即現在の夜明を特徴づける状況＝ヨーロッパにおける
革命再勃発の否定の確認」という省察である。第 2 工程では，「伝統主義的精
神態度の円熟期＝歴史的最高潮へのヴェクトル」即「最早個体の内的感情や生
活で満足しない拡張の時期＝新たな精神態度蕃衍への逆ヴェクトル」→「伝統
主義的精神の内部で発芽する個体意識の種子＝伝統と対立する新しい原則や命
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法へ成長」→「”nosotros” から ”yo” の分離へ」→「個体自身の理性＝科学的
理論体系の建設＝相対的な経験に依存しないデカルトやカントでいう理性」と
いった論理展開をとる。第 3 工程でも，少々前行程と重複するが，「歴史の成
熟状態と生の衰退の始まりの共在」＝「長い過去の終焉と新しい時代の目覚め
への共在」という見解を構築している。第 4 工程に入ると，革命の精神的起源
は，革命の急進性，持続及び率が当該民族の知性の本性に比例していることに
気づくとき，明瞭に確認されるという立場や，「伝統主義から合理主義への転換，
合理主義から別の新たな主義への転換＝歴史展開においてあらゆる国民生活全
体が通過する一般普遍段階の法則」と断ずるに至っている。
　ところで，二つの真逆ヴェクトルの共在という推定から，第 1 行程では進路
を革命に関する論考へ舵を切って，革命の根源は国家権力乃至その慣行に反抗
する精神の性向であり，暴力は革命における非本質的な要因であるという見解
を明らかにしている。特に，中世にみられた領主の権力乱用に対する農奴の蜂
起言い換えれば現行政治制度を肯定した上での権利要求を主張した農奴の運動
を革命概念から峻厳に区別すべきであると強調してのことである。それは，展
開がすでに完了している偉大な歴史的有機体の生成過程に眼を向けるように促
しながら，もし一定の距離から見た時事実と一致する概念は，それらの距離か
が短縮されると別の概念と交換されねばならない，つまり思考は視覚の働きに
よってだけでなく，パースペクティヴの法則の下におかれるという視座に立っ
ての作業である。既に『現代の課題（El tema de nuestro tiempo）』で解した如く，
オルテガが思索しているパースペクティヴとは，実在の構成要素の一つである
（uno de los components de la realidad）。言い換えれば，宇宙の実在は一定のパー
スペクティヴのもとにみられるような性質のものであるといってよい。どの視
点から見ても，常に同一の像に成るような実在は不条理な概念（un concepto 
absurdo）であり，スピノザの永遠の相の下に（sub quadam specie aeternitatis）
或いは普遍的・絶対的な視点の下には本来存在しないのである。あらゆる個体
は，真理の理解の為のかけがえのない器官（un órgano insustituible）である。
実在は，風景のように，全てが同等に真で，同等に真正な無限のパースペクティ
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ヴを提供する。言い換えればいかなる場所（lugar ninguno）からも見られない
ようなユートピア，つまり場所づけられない真理は誤謬に他ならない（6）。こ
の線上で，歴史の推移を眺め，古代ギリシャやローマ，ヨーロッパといった大
きな歴史的構成体の何れにおいても，伝統，合理，神秘から成る魂の機構の相
違した 3 形式，人間の知能装置の 3 様式を経過していると捉え且つプロローグ
的意味合いを兼ねてか最後に伝統主義的精神態度についての省察に当たってい
る。パースペクティヴからして，伝統主義的精神態度とは，一定の時期に機能
する実際の機構であり，「神話的物語など不合理な祖先伝来の伝説，慣習，儀
式によって支配され，小児的段階（en estadio infantil）に停滞している原始的
精神生活＝集団に嵌め込まれて，個体という自覚の未成熟な社会＝古く根深い
精神態度のレパートリーを繰り返すことが即ち自発的なあり方」であると規定
している。第 2 工程で，伝統主義から移行する精神態度の吟味に焦点を当てて，
オルテガのパースペクティヴ理論とは相容れない合理主義的精神態度を浮き彫
りにしている。それは，「合理主義＝完全な理念を作るという意図だけで創案
された精神＝幾何学的思考＝現前事物との接触を無視＝ユートピアニズム＝純
粋理性の信仰で貫かれた精神と社会制度や法律との等値＝個人主義的精神態度
＝現実の生に比べると形式的で無味乾燥＝ガリレイやデカルトの力学（7）＝不
安定な感覚や感情的政治或いは宗教的伝統の権利に抗する政治的急進（過激）
主義＝革命的精神態度」という見解である。オルテガは，そこに，理念の使命
と現実の生との合致が忘却されて生が理念に奉仕し始めるという，自発的パー
スペクティヴの全面的転換が沸き起こっているとみる。そして，この生と理念
の関係の根本的逆転が革命的精神の真の本質である（Este vuelco radical de las 
relaciones entre vida e idea es la verdadera esencia del espíritu revolucionario）と
定義づけている。しかも，こうした革命的精神は，紀元前 7 ～ 6 世紀ころのギ
リシャの哲学体系或いは 17 ～ 8 世紀の自然法の大系が突如現れた如く，大き
な歴史的周期には革命が動き始める瞬間が到来すると捉えるとともに，この精
神は「完全なユートピアの実現化という儚い幻想にとりつかれ，最終的に挫折
へ＝別のユートピアニズムが誘発（8）＝新たな挫折と新たな反作用が繰り返さ
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れ，社会意識が不成功は目的が含む矛盾そのものの為という疑惑を意識するま
で継続」という等置が成り立つと強調している。オルテガにとって，生命的，
歴史的，パースペクティヴから遊離して時空的に不易不変なりとの態度で固定
されたユートピアニズムたる革命主義は，閉ざされた環境を提示するにすぎ
ない。そこでは，「私は私と私の環境である，私がもし私の環境を救わなけれ
ば，私自身を救わないことになる（yo soy yo y mi circunstancia, y si no la salvo a 
ella no me salvo yo. ）」（9）或いは「人間は自分を取り巻く環境についての十分な
認識を得たとき，その能力の最大限を発揮する。それらの環境を通して，世界
と交わるのである（El hombre rinde el máximum de su capacidad cuando adquiere 
la plena conciencia de sus circumstancias. Por ella comunica con el universo）」（10）
という『ドン・キホーテに関する省察（Meditaciones del Quijote）』「読者よ
（Lector）…」で説く命題と正反対の状況を呈する。合理的精神態度への移行で
肝要なのは，伝統的儀式や習慣に埋没していた個体の解放つまり生の充足であ
るが，今度は理性に個体が絡め取られて生そのものが閉ざされてしまうのであ
る。合理主義に代わる新しい精神的機構の誕生の暁には，「生は理念の為にあ
るのではなく，理念，制度，規範は生の為にあるのだということを発見＝理念
政治の後を諸事物や個体に関する政治が引き継ぐ」という構図の設計が望まれ
ることになろう。第 3 工程では，歴史の包括的発展段階と革命的精神図式との
適合検証という作業方針を示し，第 1，第 2 工程の場合よりも更に強調して，
革命の精神現象は，歴史が通過する一般普遍的段階の法則，言い換えれば否応
なしに歴史の中に生物学的リズムとして波打っている精神図式であると論述し
ている。特にここでも，歴史的成熟期は生の衰退期の始まり，或いはパースペ
クティヴを起点にした歴史把握が基礎になっているとみてとれる。この工程は，
古代，中世，近代という時代区分が各民族の歴史的周期にも見い出されるとい
う主張や，古代ギリシャ人にみる中世的社会基盤について，伝統的な生活様式，
法律或いは体制が意義を失い個体が運命の主人となって自己を解放する時期と
捉える立場，或いは貨幣経済の出現や都市への人口流出，商工業者階級の興隆
といった社会経済の相貌を明らかにした E. マイヤーの見解（11）を引用しながら，
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「伝統主義→合理主義＝革命の精神態度」という史的経緯を論じている。自然
経済から貨幣経済に移り，17-18 世紀のヨーロッパにみられたような各地に繁
茂した個体が，伝統的に信望されてきた倫理性や規範性を反古にし，多数決制
を基底して生を数に置き換えて生きる脱個性化された社会が想定される。そこ
では，伝統的因習，社会通念から解放された個体→社会→憲法→政府という方
向付けが想定されるが，その構成要素たる個体の価値判断のよりどころを，現
実的生に重きを置かない合理主義的精神態度或いは自然主義的精神態度に求め
るという方向を採る（12）。第 4 工程でも，パースペクティヴの視座の下，西欧
ではその発展が暴力的に中断されなかった民族は全て，その知的発展において
合理主義の段階に達している，そして一度合理主義が精神の役目を果たす一般
様式になってしまうと，革命への過程が不可避的，自動的に起こってくると断
じて，「伝統主義→合理主義→革命後の精神態度」という見解を繰り返してい
る。革命現象の根源は知性の特定状態の中に求められねばならないという信念
を確認するような形をとりながらである。ただし，ここではこの線上で，スペ
インの現状，古代ローマや近代フランス及びイギリスで勃発した革命について
吟味している。その結果，1. スペインの人種的な知性は，いつも萎縮していて，
革命そのものは一向に存在しなかった。2. イギリス人は生きる為に必要な分だ
けの知性を所有し，革命が極めて適切な時になされている。3. 古代ローマでは，
ギリシャ文化に精通した純粋理性の専門家が中心となり，伝統的組織体を破壊
した。4. フランスでは百科全書派が説いた抽象的な定義の下に，また，5. 最近
のマルクス社会主義では，やはり純粋労働者という抽象的な定義から革命が遂
行されたとみている。オルテガは，革命精神の起源は，上下層に存する弾圧と
いった次元には関係なく，当該民族の知性の本姓によると判断し，そしてやが
て，革命の時代が終わる経過の中で，諸観念は歴史形成の第一要因であること
を漸次やめ，伝統主義の時代において占めていた様な地位に戻るであろうと推
定しているのである。但し，ここでは，合理主義的精神態度から移行する新し
い精神態度の内容については，詳細に触れられていないことに注意を要する。
尻切れトンボのような状態になっているのである。
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2. 『幻滅した精神に関するエピローグ 
 （Epílogo sobre el alma desilusionada）』の内容整理
　この作品は，革命後に到来する精神状態についての省察が主要課題になっ
ている。つまりこの作品は，伝統主義から移行した合理主義が挫折して，や
がては後者が伝統主義の立場へ陥ってしまうという見解を提示した『革命の
終焉（El ocaso de las revoluciones）』の第４作業工程の延長線上で，革命的精神態
度が挫折した後に到来する精神を論ずることで，その締めくくりの役割を担っ
ているものとみてとれるのである。それは，「合理主義的精神態度＝背後に幻
滅が来る歴史的空間」→「新たな精神的態度＝神秘的精神言い換えれば迷信的
精神」という経過を意味する筋書きである。また，「新たな精神態度＝人間の
完全な道徳的退廃（desmoralizado）＝人間の収穫は枯れた状態＝生を偶然事の
ように感じ，神秘的意思に依存＝社会の他の機関を圧迫する愚かな職業軍人を
勇気ある人と解釈＝個体を他人へ，皇帝へ，妖術師へ，偶像へ隷従するように
追いやる精神」という青写真を描いている。斯くして，最後に，たぶん革命の
終焉後に始まる精神に最も適した人間は，奴隷根性（espíritu servil）の人とい
えよう，と断じてこのエピローグを終えるに至っている。
　Ⅴエピローグ
　合理主義的精神態度から移行する新しい精神態度が人間の完全な道徳的退廃
或いは人間の生産性の減退をもたらす精神状態という本附録の締め括りは，正
にオルテガが『現代の課題（El tema de nuestro tiempo）』全体を通して論考した
スペイン社会の挫折・没落状態への危惧そのものを表しているものと思える（1）。
既に『覚え書き』（4）で把捉したように，オルテガは，自己内奥の自発性を重
視して先行世代から相続したもの即ち思想，価値，情操といった諸側面を修正し，
それらを自己の感性との一致へ形づくる努力（歴史的命法）を怠っているスペ
イン社会に警鐘をならしている。合理主義的精神態度の次に到来する個体を他
人へ，皇帝へ，妖術師へ，偶像へ隷従するように追いやる精神からの救済を念じ，
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自己の心情の中へ沈潜し，これに立ち向かって世代の歴史的命法を十分に遂行
する必要性を，現世代の使命として強調している。その暁には近接する未来に
特徴的な思想を予見し，我々の次に続く時期の一般的輪郭を描くことが可能に
なろうとの思いを込めてのことである。
　ところで，『現代の課題（El tema de nuestro tiempo）』の全論理工程の基幹
は，文化主義と生命主義，或いは相対主義と理性（合理）主義との比較を意識
した現代の課題（パ－スペクティヴの吟味を含む）に関する省察になっていた。
それに比べて，本附録では，現代の課題についての吟味は影を薄め，定義＝否
定乃至排除，同一局面における真逆のヴェクトルの共在，パースペクティヴ
を ”palabra clave” として「生と理性」の連関を，伝統主義的精神態度における
儀式や慣習に組み込まれた生，伝統からの生の脱却を図った合理主義的精神態
度における生の理性への服従＝ユートピアニズム＝常に挫折に陥る革命，革命
という精神現象＝歴史が通過する一般普遍的段階の法則，等の如くに，歴史的
経過に絡めて論理展開をしているのが特徴といってもよいといえよう。斯くし
て，スペイン人の現状からの救済並びにその課題即ち『現代の課題（El tema 
de nuestro tiempo）』についての補完という意味で，この付録は果たす役割は
大きいものと推量する。
注
　Ⅰ プロローグ
　（ 1 ）　 O.C. 版 ; José Ortega y Gasset,Obras Completas, Alianza Editolial, Revista de 
Occidente, Madrid, 1983. Tomo Ⅲ
　（ 2 ）　 Colección 版 ; Ortega y Gasset, Obras de José Ortega y Gasset,Colección editata por 
Paulino Garagorri, Revista de Occidente,en Alianza Editorial,2003.
　（ 3 ）　 Taurus 版 ;José Ortega y Gasset,Obras Completas, Tomo Ⅲ, Santllana Editiones 
Generales, S. L. y Fundación José Ortega y Gasset, Juan Pablo Fusi Aizpurúa, 
Taurus, 2005.
　（ 4 ）　白水社版；『オルテガ著作集』Ⅰ，白水社 1977 年。
　　　　 ＊なお，Colección 版では追加稿（anejos）として，Ⅰ Mesura a Einstein., Ⅱ 
藤本吉蔵（オルテガ）.indd   25 2014/03/19   17:32:45
─ 178 ─
オルテガ研究の覚え書き（5）（藤本）
Con Einstein en Toledo., Ⅲ Ni vitalismo ni racionalismo., Ⅳ La resurreccíon de la 
monada., Ⅴ Pleamar filosófica., Ⅵ La metafísica y Leibniz.　を付録（apendiceas）
の後に掲載しているし， 白水社版でも，同様「生命主義者でも理性主義者でも
ない」を付け加えている。
　（ 5 ）　付録のタイトルに当てた日本語文は白水社版に倣った。
　（ 6 ）　 拙著『オルテガ研究の覚え書き』（1）・（2）・（3）・（4），国士舘大学政経学部附
属研究所，平成 22，23，24，25 年。
　（ 7 ）　 『覚え書き』（1）p.169.,（2）pp.194-195.,（3）p.94.,（4）p.141. Edmund Husserl, 
Briefwechsel, Band. X., Kluwer Academic Publishers, Dortrecht, 1994. Husserl 
an Brentano Ⅱ, 15. X, 1940, S.20, Ib. Husserl an Brentano, 3. 1. 1950, S.25-26.
Immanuel Wallerstein, Unthinking Social Science, Polity Press, 1995., pp. 1-4. The 
Works of Francis Bacon, Novum Organum. Stuttgart-Band, 1963, pp.163-172.
　（ 8 ）　 筆者としては，「力量のないものがすぐれた人の真似をしてかえって軽薄になっ
たり，あまりにも高遠なものを求めたために不成功に終わる」ことを戒めるべ
きと心得ている。『故事 ことわざの辞典』，2002 年，900 ページ。
　Ⅱ 『革命の終焉（El ocaso de las revoluciones）』の内容鳥瞰
　（ 1 ）　 第四作業工程はこの見解の吐露で始まる（Colección 16, p.296.）
　（ 2 ）　4 作業工程への仕分けは筆者によるもので，原著にはない。
　（ 3 ）　 こうした視点で，”Uno de los ingredients que actúan en la historia romana es la in-
capacidad del latino para la técnica, En la decadencia del mundo antiguo fue esta 
ineptitud uno de los factores más enérgicos.” と解釈している（Colección 16, p.154.）。
　（ 4 ）　 ”No lo es, por ejemplo, que una parte de la sociedad se rebele contra los gobernantes 
y violintamente los sustituya con otros.” と 推 断 し（Colección 16, p.155.）， そ れ
らとは本質的に異なる経過をとる別の類型として，”la revolución inglesa del 
siglo Ⅹ Ⅶ, las cuarto francesas del Ⅹ Ⅷ y Ⅹ Ⅸ y, en general, toda la vida pública 
de Europa entre 1750 y 1900, que ya en 1830 era filiada por Augusto Comte como 
<<esencialmente revolucionaria>>.” と提示している（Colección 16, p.155.）。
　（ 5 ）　 ここに，”Este estado de espíritu no se produce en cualquier tiempo; como las frutas, 
tiene su estación.” といったオルテガ独特の表現がみられる（Colección 16, p.155.）。
　（ 6 ）　 この節を確認する為にダントンの資料を捜し求めたが，手にできなかったので，
遺憾ながら孫引きの形をとった（Colección 16, p.155.）。
　（ 7 ）　 注で ”En rigor, habría que distinguir muchas más modificaciones de la psique humana 
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a lo largo de un ciclo histórico <completo>;…..”. と断ってのことである（Colección 
16, p.156, not. 1.）。
　（ 8 ）　 この説明の為に ”La matemática es el producto ejemplar de la razón pura. Sus con-
ceptos son conseguidos de una vez para siempre, y no hay peligro de que un día la 
realidad los contradiga, porque no han sido tomados de ella…La razón pura se mueve 
simper entre superlatives y absolutos. Por eso se llama a sí smisma pura.”（Colección 
16, p.163.）と述べている。
　（ 9 ）　 Henrri Pirenne（La Anciennes Democraties des Pays-Bas）を参考にしている。本
節注（12）に引用ページ数を提示する。なお，H. Pirenne 理論については，Henrri 
Pirenne, Early Democtacies in the Low contrries, Tran. By J.V. Sanders, The Norton 
Library, N.Y, 1963。等も参考になる。
　（10）　 近代合理主義の祖デカルトは ”fluctuans fides sensuum.” とのべた（Colección 16, 
p.164.）。
　（11）　 この説明の為に ”Nótese que las cualidades enunciadas son específicamente intelec-
tuales; son, diríamos, las virtudes profesionales de la inteligencia.” と 述 べ て い る
（Colección 16, p.164.）。その卓越性が純粋な知的性質にある点に注意していただき
たい。それは悟性という専門職の特質であるといってよい。
　（12）　 Henri Pirenne, Les anciennes  democraties des Pays － Bas, Paris, E. Flammarion, 
1910, p.133, 197, 199, 200（Northwestern University Library 所収）． 
　（13）　 ”La fisonomía del alma tradicionalista y revolucionaria, que…coincide ….con el 
desarrollo de la historia europea desde 1500 hasta nuestros días（S.170）.” といった
視点に立っている。
　（14）　 ここにオルテガは，”Por rara fortuna, los datos nos permiten asistir documentalmente 
a la prima incorporación del alma de la tradición. Es el primer pensador cuya figura 
ha llegado hasta nostros con plena historicidad, Hecateo de Mileto, autor de un libro 
sobre los mitos populares que orientaban la vida griga.” と記述している（Colección 
16, pp.174-175.）。
　（15）　 Eduard Meyer,Geschichte des Altertums, Stuttgart, 1893, §352, S.555-556, 
（Northwestern University Library 所収）。オルテガは，革命前夜における近代
諸国民の構成と古代ギリシャの中世とのこれほど的確な対応はないであろうと
強調している。即ち，”Se inicia con la generalizasión de la moneda el capitalismo. 
Con el surge él imperialismo. Pronto va a comenzar la creación de grandes flotas, la 
falange de hoplitas, el cuerpo táctic infantería.” と述べている。p.174
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　（16）　 W. メレンドルフは，『ギリシャの国家と社会（Wilamowitz-Mollendorf, Staat und 
Gesellschaft der Griechen） 』の中で，クレイステネスの改革について触れてい
ると指摘し，明確なページ数の提示もせずに引用している（Colecconp.174）。
なお，文献のタイトルについても少々誤記されているので，正式なタイトルと
引用箇所ページ数を示しておく。Wilamowitz-Mollendorf，Staat und Gesellschaft 
der Griechen und Rómer,Berlin und Leipzig, 1910, S.96-97.（Northwestern 
University Library 所収）. 
　（17）　 オルテガによれば，”Taine rozó esta idea al enumerar las causas de la gran revolu-
ción; mas , por otra parte, anuló su agudo descubrimiento, creyendo que se trataba de 
una modalidad peculiar al alma francesa. No vio que se trataba de una forma histórica 
que, al menos in Occidente, tiene carácter general.” ということである（Colección 16, 
p.176.）。
　（18）　 特に，”Escipión es un devoto sentimental de las ideas utópicas que Grecia le envía.”
と捉え，また，スキピオが用いた標語 ” Humanus sum（後に Soy hambre y nada 
humano me es ajeno. となった）” は，ヴォルテール，デイドロ，ルソーによっ
て再発見されていると指摘した後，”Esa frase es el eterno lema de todo espíritu 
revolucionario.” といった見解を明らかにしている（Colección 16, p.179.）。
　Ⅲ  『幻滅した精神に関するエピローグ 
 （Epílogo sobre el alma desilusionada）』の内容鳥瞰
　（ 1 ）　Colección 16, p.180.
　（ 2 ）　 しかし，それは ”…dos siglos nates hubieran sido dignamente desdenadas.” と捉え
ている（Colección 16, p.182.）。
　Ⅳ  『革命の終焉（El ocaso el las revoluciones）』及び『幻滅した精神に関す 
 るエピローグ（Epílogo sobre el alma desilusionada）』の内容整理
　（ 1 ）　 C. Gebhardt, Spinoza Opera, Epistorae 50, Heidelberg, 1972, p.240
　（ 2 ）　 G.W.F. Hegel, Samtliche Werke 19, Dritter Band, H.Glickner, Stuttgart, 1959, 
S.376-379.（Northwestern Univesity Library 所収）
　（ 3 ）　 森の中の小径を辿ると，森の姿は次から次へと見えてくる一連の断片となって
散り散りに解体し続け，本当の森は自分には見えない木々で構成されている一
つの自然であるという視点の相対化を省察している（Colección 17, pp.34-35.）。
『覚え書き』（2），196-197 ページ。 
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　（ 4 ）　 即ち ”dubito, ergo sum.” 或いは ”je pense, donc je suis; ego cogito, ergo sum, sive 
existo.” の命題に基づく思考で全てのものを明瞭判然と認識する起点である
（C.Adam & P.Tannery, Oeuvres Descartes, Paris, 1973-78, Meditationes, Meditatio
Ⅱ, pp.26-27., Responsio ad secundas Objection, p.140., Discours de la Méthode, 
pp.32-33.）。
　（ 5 ）　 C. Gebhardt, Spinoza Opera. Ⅱ, Heidelberg, Tractatus de Intellectus Emendatione, 
1972, pp.35-36., Ⅰ, Korte Verhandling van God, De Menschen des Zelfs Welstand, 
I, Cap.1. p.3, p.16, Cap.2, p.34, Cap.3, p.35.
　（ 6 ）　 Coleción 16, p.149. この点については，附録 “El sentido Histórico de la Teoría de 
Einstein” や El Espectador Ⅰ（1916）の内容把握を試みる場合でも触れる予定
である。拙著『覚え書き』（4），160-161 ページ。
　（ 7 ）　 Galileo Galilei, I Dialochi sui Massimi sistemi tolemeico e Copernicano, Milano 
1935, pp.140-141 （Northwestern Universiry Library所収）. Principia Philosophiae, 
Ⅱ, 36, pp.61-62. C.Adam & P.Tannery, Oeuvres Descartes, Paris, Principia 
Philosohiae, Ⅱ, 36, pp.61-62.
　（ 8 ）　 反革命という一時的な局面の急転であり，束の間のつなぎに他ならない反動を
意味しない。
　（ 9 ）　Colección 17, p.25
　（10）　Colección 17, p.21
　（11）　この点については，第 2 節，注（14）を参照せよ。
　（12）　 第 2 節注（13）をみよ。Nidditch Book Ⅱ, Chapter 25, p.118. Lock’s Tow Treatises 
of Government, Cambridge, 1970, Book Ⅱ pp.348-446. Nidditch Book Ⅱ, Chapter 
25, p.118. Hobbes,Opera Latina 3, Germany, 1966, Ⅰ. pp.5-7, 31-39, 123-126., Ⅱ. 
pp.196-209. 田中正司『市民社会理論の原型』お茶の水書房 1979 年，42-76, 
233-250, 295-329 ページ。
　Ⅴ エピローグ
　（ 1 ）　 スペイン人の救済については，『ドン・キホーテに関する省察（Meditacion del 
Quijote）』の全体でも主要なテーマと成っている。硬直した倫理的ドグマに熱
狂し，自己の判断力をそのドグマへ引き渡して生の単純かをはかる当時の老衰
したスペイン精神文化について危惧し，その現状からの同胞の相互救済活動へ
の口実を与えるという目論見を念頭に置いている作成しているのである（拙著
『覚え書き（1）』政治研究所 177 ページ）。
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